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4月に市長選があり、藤原保幸氏が3選。 そして迎えた6月議会。 
相崎は代表質問（右記参照）にて市長マニフェストを徹底検証！ 
“具体的にどう進めるのか？！”と、質問をぶつけました。 
 
 
 
 
 
■中学校給食の導入、マニフェストに！ 
 市長マニフェストは項目が多岐にわたるため、メインの5本柱をピックアップしました。1本目の柱は「中学校給食の実
施」です。 
 現在伊丹市では、中学校の完全給食は実施していません。しかし、全国の実施率は82.4％（H22年）！ 県内は実施
率53.8％（H23年）ですが、芦屋市･明石市など続々と実施決定中。伊丹でも実施を求める声が上がっていました。 
 そこに市長選。候補者全員が、中学校給食の導入をマニフェストに記載。市長マニフェストは、公的に決定されたも
のではありませんが、実現の可能性が高いもの。中学校給食の導入は、実現の可能性が極めて高くなりました。 
 
■導入は私も賛成！ 
 導入には、いろいろな価値観（愛情弁当論）や諸課題（経費・教職員の負担・給食費滞納・残飯・・・）もあります。 
 しかし私は、下記の理由により基本的に導入に賛成です。 
①食育の向上（中学生に栄養バランスのとれた食事を提供できる） 
②家庭間格差の是正（十分な昼食を準備できない家庭への対応ができる） 
③都市間競争（中学校給食の有無が居住地を選択する１つの判断基準にも。実現が魅力アップの１つになりえる） 
④保護者負担の軽減（共働き家庭・一人親家庭も増加する昨今、保護者の負担軽減も１つの観点といえる） 
 
■経費と方法は？ スケジュールは？ 
 最大の課題は経費です。イニシャルコスト（設置経費）＆ランニングコスト（維持管理経費）が必要です。経費は実施
方式（下記図参照）によって異なることから、まずは徹底的に方式と経費を議論します。また、経費の捻出方法も検討
します。 
 スケジュールとしては、まず「検討委員会の設置」＆「アンケートの実施」です。「中学校給食導入検討委員会」を発足
させ、方法や経費について検討し、今年度中に答申をもらう予定。また、児童生徒・保護者・市民などにアンケートを行
い、課題などを抽出させてもらいます。 
 
 
 
 
 
■いつスタートなの？ 
 「で、いつスタートなの？」。 特に現在小学生を持つ保護者には、一番関心のあるところでしょう。市長いわく「任期
の4年以内に実現したい」とのこと。１つの目安になさってください。ともかくこれから本格的な議論がスタートです。 
 
 
 
 
■伊丹空港、どうすべき？ 
 市長マニフェストの2本目は「大阪国際空港（伊丹空港）の充実」。 
 今回の市長選で、伊丹空港の存廃についての議論が再燃した感がありました。私は伊丹空港について「長期ビジョ
ンであり方を議論するのは勿論だが、昨年に関西国際空港と経営統合したこともあり、今は安全・環境対策を最優先
とした上で、活性化を優先するのがベター」と考えます。 
 
■実際にどうやって活性化させるか？ 
 では実際にどうやって活性化させるのか？市長マニフェストには、まず「国際便の復活」とあります。 
 現状は、「国際線は関西国際空港に限定することが適当である」との法律の基本方針に沿い、 
伊丹では非就航。しかし利便性の高い伊丹から東アジア等への就航は、関西ひいては日本全体の 
活性化につながると私も考えます。今後、基本方針の見直しを要望していくことになります。 
 またマニフェストには「国内長距離便の充実」とも。これは低騒音ジェット機の運用を進めることで、 
既存の規制内で充実が図れます。実際この夏ダイヤから増便が実現。 
 いずれにしても、伊丹市としては国交省なりに粘り強く要望を続けることが肝要です。 
 
■兵庫県や泉州自治体とも連携を！ 
 この7月、兵庫県と伊丹市で「大阪国際空港利用促進協議会」を発足させます。県と伊丹市が連携すれば、国などへ
の要望もインパクトが増すでしょう。期待するところです。 また、関空側の周辺自治体とも連携を図ることができれば
と考ています。温度差があるやにも聞きますが、空港同士の経営は統合され、棲み分けも進行中（関空はＬＣＣや国際
貨物便を充実中）。コミュニケーションからでも図っていきたいものです。 

 
お茶を飲みながらアットホームに意見交換する場です。お気軽にご参加を！
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■“いきいき百歳体操”って？ 
 市長マニフェスト3本目は「健康づくり大作戦」。瑞ケ池公園のリニューアル・サタデー 
ジョギング教室の実施・・・様々な項目の中でも注目は「いきいき百歳体操」です。  
 これは高知市で誕生した介護予防の体操。腕や足にオモリ（写真参照）をつけて動か 
す運動ですが、簡単かつ効果的ゆえ全国で拡大中。伊丹市でも導入をとのことで、異論なし。 
  
■介護予防と地域活動のコラボ！ 
 おもしろいのが、この体操が広まった理由。介護予防と地域活動をコラボレーション（共同）させたことなのです。 
 従来の介護予防事業は、行政主導の教室開催などが主流。一方「いきいき百歳体操」は、行政が最初だけレク
チャーし、あとは地域での自主開催です。この方法が高齢者の居場所づくりなどとマッチし、大成功しているのです。 
  
■伊丹に合った独自の工夫を！ 
 “介護予防と地域活動の連携”なる発想に、私も「なるほど！」と納得。伊丹でもぜひ進めたいです。 
 ただ、他市の成功例をそのまま伊丹で実施しても成功しません。伊丹に合った独自のやり方を工夫し、成功させたい
もの。まずは老人会に声掛けするとのことなので、随時進捗を確認していきます。 
 皆さんも地域で機会があれば、ぜひ関わってみてください。 
 
 
 
 
■ここを検討中です！ 
 市長マニフェストの4本目は「自転車専用レーンの設置」。伊丹市は自転車利用が多く、 
同時に自転車関連事故も多いという課題を抱えています。（H24年自転車関連事故率 
県下ワースト１）。自転車の安全利用施策は必須であり、専用レーン設置も異論なし。 
「ではどこに？」と問うと、右図などで検討中とのこと（他にも新幹線側道・昆陽車塚線も）。 
 ※自転車専用レーン ： 自転車のみ走行する専用のレーン 
 ※自転車通行帯 ： 歩道にラインを引くなどして区分した通行帯  
  
■安全教室や条例も！ 
 自転車の事故減少は、専用レーン設置も一案であり賛成ですが、それだけでは不足。ハード整備・ソフト充実の双方
が必須です。聞くと、自転車安全教室の実施（小中学校で実施中。大人向けも検討）、自転車利用安全条例の策定な
ども行うとこのこと。条例策定は相崎が3月議会で提案した事柄でもあり嬉しい限り。 
 ともかく市をあげて積極的に様々な取り組みを実施し、伊丹での自転車事故を減らしていかねばなりません。  
  
 
 
 
■市民病院の経営状況はどうなった？ 
 市長マニフェストの5本目は「市立伊丹病院の充実」。“どうやって？”という話。１つは「診療機能の向上」とのことで、
手術室の増設などを実施とのこと。これらは基本的に病院会計で実施になるのですが、病院会計といえば数年前まで
大変厳しかったのをご記憶の方もおられるのでは？ 当時、医療報酬改定等で全国的に公立病院が経営悪化し、伊丹
も厳しい財政状況になったものの、経営改善プランを元に様々に取り組み、現在は単年度黒字です。今は積極的に
ハード整備中。元手はかかるが見返りはあるとのこと。方向性は理解し、今後一層期待したいところ。 
  
■看護師さん確保のポイントは？ 
 2つ目の充実策は「医師・看護師の確保」とのこと。 医師の確保は、積極的な招致活動により73人（H18年）→110人
（H25年）まで増加。引き続き進めるとして、課題は看護師の確保です。今は全国的に看護師不足。市民病院でも、遠
方の看護学校へのPR、親しみやすいパンフレット作成、ブログ開始など工夫しています。 聞くと看護師が勤務病院を
選ぶポイントは、「学べる環境か」「雰囲気は良いか」「勤務体制は配慮されているか」などだとか。これらを十分踏まえ
て看護師の確保にも努め、地域の中核病院としてより市民に役立つ病院へと取り組んでいきます。  
 
 ※このほか、★財政運営 ★地域提案制度 ★中心市街地活性化 ★本人通知制度 についても質問しました。 
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 ５月の臨時議会で下記の役職に就任
しました。議論をつくす委員会にすべく
尽力する決意です。 
 
●総務政策常任委員会 委員長 
●議会運営委員会 副委員長 
●会派（ﾌｫｰﾗﾑ伊丹） 幹事長（2月～） 

  
お茶を飲みながらアットホームに意見交換する場です。お気軽にご参加を！ 
 
 ●日時：平成２５年８月２９日（木）１８：３０～２０：３０ 
 ●場所：いたみホール５階 会議室１ 
 ●内容：６月議会の報告など ●人数：２０人まで 
 ●申込：お名前＆連絡先を電話・メールなどで（連絡先は裏面） 
  ※当日参加ＯＫ（人数把握のため事前にお知らせいただくと助かります） 

  ※託児はありませんがお子様連れ大歓迎です！ 

５、 市立伊丹病院、どう充実させる？！ 

３、 健康づくり大作戦、いかに進める？！ 


